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背景: Ultra-Coinsの物理構成

● Ultra-Coins(3D212)にはラックが4つある
● rack1がネットワーク機器
● rack2~4がサーバ類
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3D212には4つのラックがあります 3
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パソコン ネットワーク
機器
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背景: Kubernetesクラスタ

● Kubernetesというコンテナ管理ツールを利用してWebサイトな
どを公開していた

● Kubernetesを使うことで
○ 特定のホストマシン（ノード）が利用できなくなると、自動で他のホストに

サービスを移動する
○ いい感じにスケジューリングしてくれる
○ 耐障害性
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rack4

Kubernetesがスケジューリングする(reconcile)
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ce
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ce

障害が起こると
別のNodeに移動する
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課題: ラック単位での停電

● ラック単位での停電が複数回発生
○ （最近は解消しつつある）

● すべてのノードが単一ラックにいるためラック単位で停電すると
Kubernetesによる障害回復の恩恵を得られない
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rack4

ラックがとまるとすべてのNodeが停止する

Servi
ce

8



解決策: ラック間で冗長化する

● 別のラックにKubernetesが動作するNodeを設置して冗長化する
● サービスはすべてのNodeで動作させる
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困難な点

● 複数のレプリカに対して外部から1つのIPアドレスでアクセスでき
るようにしたい
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1ラックの場合の経路
● グローバルIPとプライベートIP(VIP)の間で

1:1NATを行うルータを配置
○ ホストをグローバルに晒さない
○ 集約によりIPアドレスを節約

● LAN側ではGARPを使い生きているノード
がVIPを宣言
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2ラック特有の問題
● WANとLANの間に位置するルー

タが2カ所に増加

問題

● 両方で1:1NATしたいが、外側の
IPは1つに固定したい

● 内側で動作するサービスがどこ
にいるか分からない

● GARPが他のラックに到達しな
い
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2ラックの場合のGlobal IP
両方で1:1NATしたいが、外側のIPは
1つに固定したい

● VRRPでActive-Standbyにより
Global IPもVIPとして扱う

● 1:1 NATは両方のルータに設定
しておく

VRRP
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2ラックの場合のLocal IP
内側で動作するサービスがどこにいるか
分からない

GARPが他のラックに到達しない

● BGPによる経路交換
● 各サービスが1つのVIPをルータに

広報
● ルータはパス長が最も短いサービ

スにパケットを転送する

K8sのWorker-Control Planeの接続に
もBGPを用いたLoadBalancerを利用

BGP
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現状と課題

● ネットワーク的な冗長化は完了した
○ VRRPとBGPによるFail Overにより継続的にサービスを提供し続けることが

できる
● Kubernetesでは過半数のNodeが生きている必要がある

○ 現状ではラックを2つしか使っていないので、ノードが多いラックで障害が
起こると継続動作できなくなる

● グローバルIPがActive/Standbyなので片側のノードに負荷が集中
する
○ BGPのPATH長がルータと同一ラックのノードのほうが短くなるため
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今後の展望

● 他のラックへのノードの追加
● ネットワーク以外の問題

○ 特にストレージを分散配置する必要がある
● Global IPのActive/Active構成

○ 上流とのBGP接続
● マルチリージョン対応
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まとめ

● Ultra-Coinsでは複数のラックを利用して可用性を向上させるこ
とが出来る

● そのためにはネットワーク面でVRRP・BGPの利用が必要
● 今後はラック追加・グローバルIPもActive/Active構成を目指す
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